
団体名： 鳴海商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 93.5 ％） （達成度 126.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 107.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 77.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 140.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新たな地域資源や
観光資源を活用し
た地域活性化イベ
ントに協力し祭典
参加者のPRを積極
的に行い地域の総
合的な振興に取り
組む。

目標
数値

5
実績
数値

7
目標
数値

事業の開催数

指標

コロナ以前以上の賑わい
を見せたものの、同日に
行われる復活開催の増加
により昨年の異常な人出
には及ばなかった。それ
でも消費者の購買意欲を
刺激し消費減少への対抗
策として一定の役割を果
たした。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

商店街・街づくり
事業

消費者の生活形態の変化、
郊外型大型店等への購買力
流出等、地元中小商業者が
抱える様々な経営課題解決
に向けて、地域活性化、集
客力向上につながるイベン
ト事業を実施し、地元商業
者の活性化を通じて地域振
興、街づくりに寄与するこ
とを目的とする。

・なごや商業フェスタ　4月
・名古屋で買おまい★プレ
ミアム商品券　6月～１月
・戸笠学区まつり
　9月15日
・桃山黒石支部夏まつり大
会
　8月3日
・鳴海ここよい祭り
　9月22日
・旭出支部鹿山秋まつり大
会
　9月28・29日
・戸笠支部桜まつり
　3月29日

小規模事業者
を中心とする

商工業者
及び地域住民

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新たな地域資源や
観光資源を活かし
た地域活性化等の
イベントに協力
し、祭典参加者の
ＰＲを積極的に行
い、地域の総合的
な振興に努める。

目標
数値

2
実績
数値

2
目標
数値

指標

コロナの影響が大幅に薄
れ、コロナ以前を超える
人出が見られた。また、
地域資源や観光資源のPR
を行うとともに地区内の
商工業者や地域住民に対
して商工会の活動を効果
的に周知することができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

祭典事業

非会員事業所や一般の人々
に広く商工会活動を周知す
る機会として、各種祭を開
催若しくは運営・出展し、
地域の経済活動を推進する
とともに、地域の総合的な
振興を目的とする。

・緑区区民まつり
　10月26日　大高緑地公園
・緑東部商業まつり
　11月16日　通曲公園 小規模事業者

を中心とする
商工業者等、
祭典参加者、

地域住民

指標
実施・協力回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新たな事業者の資
質向上に役立つ講
習会を企画し参加
者数の増加を目指
す。

〇

目標
数値

31
実績
数値

24
目標
数値

指標

幅広い知識を習得し、小
規模事業者のスキル向上
に貢献できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

講習会

多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とって必要な金融・税務・
経理・労働・情報化等の知
識習得や時事的な問題につ
いての啓もうを図り、事業
者の資質の向上と円滑な事
業運営に資することを目的
とする。リモート講習会も
視野に入れて開催する。

・集団指導
　経営革新　1回
　経営一般　2回
　情報化　1回
　税務　　2回
・個別指導
　経営一般　3回
　金融　　　2回
　税務　　 13回

小規模事業者
を中心とする
商工業者等

指標
講習会開催数

経営分析や同業他
社の動向に関する
有益な情報を提供
することで経営支
援を行う。

目標
数値

85
実績
数値

91
目標
数値

実績
数値

個人事業主等を対象に正
しい記帳方法や決算・確
定申告等の指導を行い、
経営力の向上を図り、経
営の安定化に貢献でき
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導

小規模事業者等に対し、記
帳方法や決算・確定申告の
指導を行うことで記帳知識
の向上を図るとともに、適
切な税務申告や経理の自計
化及び計数管理による経営
力の向上に結びつけること
を目的とする。

経理記帳指導、決算確定申
告指導、源泉徴収指導等を
実施した。
・指導対象者数　91件
・指導延日数　525日
・指導延回数　788回

小規模
事業者等

指標
指導事業者数

指標

目標
数値

2,500
実績
数値

2,337
目標
数値

50

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

巡回や窓口での指
導を引き続き濃密
に支援しながら、
経営環境の変化に
対応するための各
種施策の普及に努
めている。特に伴
走型の支援を強化
し強力に進めてい
く。

〇
巡回・窓口相談指
導事業

ほぼすべての業種が大きな
打撃を受けた新型コロナウ
イルス感染症の影響が薄れ
つつあるが、国内外の政情
不安、価格高騰、賃上によ
り不安定な先行きと同時
に、株価の上昇にともなう
明るい未来が見えつつもあ
る。しかし、小規模事業者
は企業基盤が脆弱で恩恵を
受けるまでには時間を要す
る傾向にある。
このような状況を踏まえ、
従来の窓口巡回指導に加え
て、小規模事業者が直面す
るさまざまな課題に対処す
るために、寄り添いながら
需要の開拓や経営承継な
ど、持続的な経営改善をサ
ポートする支援を目的とす
る。

・巡回窓口指導実企業数
949件
　（内、非会員　110件）
・巡回窓口指導延件数
2,337件
　（内、非会員　294件）
・課題解決提案件数　63件
・経営革新承認件数　0件

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数 地区内の小規模事業者を

対象に経営指導員による
巡回や窓口相談を実施し
小規模事業者の経営改善
に努めた。その結果持続
的な経営を確立し会員加
入の促進にもつながると
いう絶大な効果を上げさ
らなる成果が見込まれ
る。

実績
数値

63

　2024年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等



団体名： 鳴海商工会

得られた効果 備考

　2024年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 163.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 97.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 110.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

企業の福利厚生及
び従業員の健康維
持増進のため、継
続して実施する。

目標
数値

80
実績
数値

79
目標
数値

指標

健康診断を実施すること
で企業の福利厚生の増進
に貢献できた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

健康普及事業

事業者及び従業員を対象に
健康診断等を実施すること
により、企業の健全な育成
に資することを目的とす
る。

･健康診断を実施した。
　令和6年6月21日  56社
　令和7年3月1日  23社 小規模事業者

を中心とする
商工業者及び

従業員等

指標
参加企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

定期指導の実施方
法を効率化し、会
員の記帳能力の向
上とデジタル化の
推進に取り組む。

目標
数値

10
実績
数値

11
目標
数値

指標

青色申告会鳴海支部の事
業運営に協力し、定期的
な記帳指導を行うことに
より、個人事業主等の記
帳能力の向上に寄与し
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

税務関係団体指導
事業
（青色申告会事
業）

青色申告会鳴海支部の事業
運営に協力し、個人事業主
等を対象に正しい記帳方法
や決算・確定申告の指導を
行い、適切な税務申告と経
理の自計化や計数管理によ
る経営力の向上に結びつけ
る。

経理記帳指導、決算確定申
告指導、源泉徴収指導等を
実施した。
・指導会の協力回数　11回

小規模事業者
を中心とする
青色申告会会

員事業者

指標
指導会の協力回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

委託事業主の事務
負担軽減のため継
続して実施してい
くとともに、労働
保険制度を周知し
新規事務委託者の
増加を図る。目標

数値
140

実績
数値

136
目標
数値

指標

委託事業所の労働保険に
関する事務負担の軽減と
各種助成金の紹介等で各
事業所の経営に貢献でき
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業

事業主の委託を受けて、労
働保険料の申告納付その他
労働保険に関する各種の届
出等の事務手続きを行うこ
とにより、中小事業主の事
務処理の負担を軽減し、労
働保険の適用促進及び適正
な処理を図ることを目的と
する。

新規事務委託10社、136社よ
り事務委託された。

小規模事業者
を中心とする
委託会員事業

所

指標
労働保険委託事業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各種共済制度の普
及を図り地区内企
業の健全発達を図
るため、現行どお
り普及活動を実施
する。目標

数値
320

実績
数値

325
目標
数値

指標

中小企業共済等を多くの
事業者に周知することが
でき、小規模事業者の福
利厚生の向上に寄与し
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業

中小企業、小規模企業の経
営の持続的な安定を実現す
るために、各種共済制度の
普及を図り企業の健全な育
成に資することを目的とす
る。

巡回・窓口等で各種共済制
度の普及を図り地区内企業
の健全発達を図った。
・普及活動件数　325件

小規模事業者
を中心とする
商工業者等

指標
普及活動件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事業発展につなが
るプロジェクトを
企画・実施する。
また必要に応じて
商業、工業建設業
が合同で事業を行
う。さらに、「鳴
海をイメージする
商品やサービス」
の開発を検討す
る。

目標
数値

4
実績
数値

4
目標
数値

指標

概ね計画通りに事業を実
施することができ、各種
事業運営についての協議
ができた。両部会長が交
代しているので、事業へ
の意欲を感じられる。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

部会・委員会事業
（商業・工業建設
業）

商業・工業建設業の各部会
活動を行い、会員企業の発
展に資する事業を計画・推
進する。また、必要な委員
会があればこれを設置し活
動を行う。

各種活動について幹事会を
開催した。
・幹事会の開催数
　工業建設業部会　2回
  商業部会　2回

小規模事業者
を中心とする
商工業者等

指標
幹事会の開催数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部員同士の交流機
会を増やし参加者
数と満足度の向上
を目指す。また
「鳴海をイメージ
する商品やサービ
ス」の開発を検討
し鳴海の新たな再
定義に取り組む。

目標
数値

38
実績
数値

62
目標
数値

指標

概ね計画通りに事業を実
施することができ、研
修・親睦事業等、経営力
向上に資することができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

青年部・女性部事
業

青年部員・女性部員間での
交流や社会福祉を通じて地
域との関わりを持つことに
より、地域社会の発展に寄
与することを目的とする。

・青年部事業
　研修事業　　3回
　親睦事業　　4回
　その他　　　25回

・女性部事業
　研修事業　　7回
　親睦事業　　2回
　その他　　　21回

小規模事業者
を中心とする
青年部員・女
性部員及び関

係者

指標
事業の開催数



団体名： 鳴海商工会

得られた効果 備考

　2024年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 95.0 ％） （達成度 133.3 ％） Ａ Ｂ 現行どおり 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

後継者等の課題解
決を図るため、資
質向上につながる
セミナーを実施す
る。

目標
数値

20
実績
数値

19
目標
数値

75

指標
①②満足度調査 青年部　経営者が知って

おくべき国民年金・厚生
年金の基礎知識に関する
講習会を実施した。国民
年金と厚生年金の違い、
経営者の引退後の老後生
活資金の考え方等経営者
となる後継者である青年
部員の参考となる内容で
あった。

女性部　例年と趣向を変
えて手書きのお礼状に関
する講習会を実施した。
自身で毛筆を書くことで
再度手書きの良さを知り
お礼状等手書きによる感
謝を込めて伝えることが
醸成され女性部員に好評
であった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
100

若手後継者及び
若手経営者育成事
業

若手経営者、若手後継者、
企業経営に携わる女性のた
めに、経営に必要な知識の
修得や資質向上を図り、企
業の持続的発展さらには地
域経済の発展に資すること
を目的とする。

①青年部
　セミナー  1回 　8名
　全国大会参加　4名
②女性部
　セミナー　1回　11名
　全国大会参加　3名
③東尾張支部（７商工会）
女性部共同事業
　セミナー　１回　72名

小規模事業者
を中心とする
青年部員及び

女性部員

指標
①②セミナー参加者数

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


